
今、福島大学でしか学べないものがある

1. 学類の活動から1. 学類の活動から

こ　  こ

◆ 行政政策学類　第１２回「NHKミニミニ映像大賞」の“ファイナリスト”に選出されました！！◆
第１２回ＮＨＫミニミニ映像大賞において、佐々木ゼミ（情報社会論）が制作した映像作品が、
３０秒作品部門の“ファイナリスト”に選出されました。制作したのは３年生のグループで、
作品名は「時すでにお寿司」です。この部門には全国から９８０作品の応募があり、最終審査
で“ファイナリスト”に選出されたのはわずか１０作品でした。
佐々木ゼミでは、映像コンテストに応募する作品を制作したり、飯舘村の映像記録を残す
プロジェクトに取り組むなど地域に根ざした活動を行なっており、それらの成果が今回の
結果につながりました。作品は以下のサイトで視聴できますので、ぜひご覧ください。
（ http://www.nhk.or.jp/minimini/results/result12.html ） 

映像企画を練る学生

◆ 経済経営学類　学生が中心となって震災復興シンポジウムを開催しました ◆
平成２６年1２月２０日、シンポジウム「これからの福島のために、今、福大生にできること～経済
経営学類のゼミナール活動から～」を開催しました。本学類は経済学や経営学の多くの専門
分野に関するゼミナール活動が活発に行われています。本シンポジウムではその中から特に
震災と復興に関連する研究や活動を行っているゼミナール（例えば、吉田ゼミ「福島県内の
温泉地を起点としたミニツアー提案 - 旅人と地域をつなげるきっかけづくり-」など）を集め、
その成果を学生自身が発表しました。また、進行台本の作成、当日の司会進行、音響・照明など
の演出、受付誘導など、学生が中心となって企画運営も行いました。ゼミナール活動の成果を
一般公開するという新しい取り組みで課題も多くありましたが、約１７０名の参加者があり
大盛況に終わりました。

大勢の一般市民を前に
ゼミ活動を報告する学生

◆ 共生システム理工学類　目指すは世界最速・最高感度の１分子検出システム ◆
高貝研究室では、環境中に存在する非常に小さな成分（例えば、原子や分子、イオン、微粒子など）が、
どのぐらいの量で存在しているかを素早く計測する分析装置やシステムを開発しています。この
計測技術の開発には化学や物理の実験が必要で、ドラマのように学生と共に白衣を着て、ラボで実験
しながら開発していきます。これまでに私達の研究室で開発された「放射性ストロンチウムの分析
装置」は、東京電力福島第一原子力発電所の廃炉作業等にも実際に活躍しています。短時間で非常に
低濃度の放射性物質を計測できるこの技術は、環境モニタリングや汚染水の保管、汚染の有無、作業員
の安全確保などの様々な面で廃炉作業に役立っており、世界から注目されている福大発の技術の
ひとつです。他にもナノテクノロジーの研究を米国の大学と共同で行い、特許などを取得しています。

高貝研究室にて

◆ 人間発達文化学類　福島の教育的課題に取り組む ◆
今年度から「学校教育支援実習」を新たな実践実習科目として設定しました。これは、学校ボラン
ティア活動をもとに学校での教育活動を支援しながら子どもたちへの理解を深め、現場の課題
に取り組んでいくものです。また、放射線と健康に関する基礎的知識や復興教育に携わる際の実
践的知識と心構えなどを学ぶ「復興教育学」も今年度から開講しました。人間発達文化学類では、
このような学びや実践を通して福島の教育的課題に取り組んでいける力量の向上を図り、福島
の次世代を育てる学校教員の養成に努めています。
学類生は大学での様々な学びをもとに、双葉郡の新たな教育を創造する取り組みにも積極的
に関わって活躍しています。

双葉郡の「ふるさと創造学サミット」
での学生の活躍 

Ｎｏ.８( 平成２７年１月版 )

地域の再生復興を見据えながら グローバル化が進展する社会で活躍できる「強い人材
育成を目指し、学生が存分に勉学に励み、国際性を育み、社会的実践力を身に付けることが育成を目指し 学生が存分に勉学に励み 国際性を育み 社会的実践力を身に付けることが
できるよう、福島大学は応援しています。

地域の再生復興を見据えながら、グローバル化が進展する社会で活躍できる「強い人材」の
育成を目指し、学生が存分に勉学に励み、国際性を育み、社会的実践力を身に付けることが
できるよう、福島大学は応援しています。
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◆福島大学金谷川キャンパス等除染工事のお知らせ（平成２６年１２月～）◆
工事場所及び内容：
建物屋上水洗浄、舗装水洗浄、フェンス・手すり水洗浄、土壌除染（表層土５cm除去）、樹木・植え込み土壌
除染（表層土３cm除去）、側溝・雨水枡水洗浄　

4. 放射線への取り組みから4. 放射線への取り組みから

★福島大学放射線に関する取り組み
＜http://www.fukushima-u.ac.jp/guidance/top/torikumi-housyasen.html＞

★福島大学キャンパス内及び附属学校園の放射線計測データの公開
＜http://www.fukushima-u.ac.jp/guidance/top/fukudai-housyasen.html＞

※平成２３～２４年度に除染した場所及び山林を除く

3. 都道府県別データ・取得できる資格3. 都道府県別データ・取得できる資格
◆平成25年度志願者・入学者の都道府県別データ ◆福島大学で取得可能な資格一覧
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2. 東日本大震災を契機とした学びから2. 東日本大震災を契機とした学びから
◆世界へ羽ばたけ！福島大学でしか出来ない学内留学

米国学生との書道体験での一コマ

学内留学とは、福島にいながら世界中の学生との交流を通して、グローバル社会に求められる
力を身につける機会を指します。福島大学では、福島の復興状況を正しく世界に発信するため
の実践学習である短期プログラム実施や外国人学生訪問団との学生交流を行っています。
こういった短期プログラムなどで来学する留学生や研修者が増えており、それらをサポート
する学生ボランティア等、交流のチャンスが広がっています。語学だけに頼らないコミュニ
ケーション能力を養うとともに、語学スキルの必要性を体感することができます。


